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	 第74回日本臨床眼科学会

日時 2020 年 10 月 15 日（木）～18 日（日）
会場 東京国際フォーラム（〒 100‒0005　東京都千代田区丸の内 3‒5‒1）
 JP タワー ホール＆カンファレンス（〒 100‒0005　東京都千代田区丸の内 2‒7‒2）
学会長 杉山和久（金沢大）
副学会長 望月雄二（石川県眼科医会）
プログラム委員長 堀　裕一（東邦大・大森）
テーマ サイエンスの目，眼，芽
プログラム 特別講演
 　「緑内障から QOL を守るためのストラテジー―EBM から PCM へ」福地健郎（新潟大）
 　「白内障：予防と治療への新しいアプローチ」佐々木洋（金沢医大）
 招待講演
 　「High Myopia」Jost Jonas （Heidelberg Univ, Germany）
 　「 Management of Angle Closure Suspects：Evidence from recent trials」Tin Aung （Singapore National Eye 

Ctr, Singapore）
 シンポジウム
 　「新しい診療ガイドラインに基づいたドライアイ診療」
 　　オーガナイザー：横井則彦（京都府医大）・山田昌和（杏林大）
 　「黄斑手術のパラダイムシフト」
 　　オーガナイザー：瓶井資弘（愛知医大）・井上　真（杏林大）
 　「OCT Angiography の現在とこれから」
 　　オーガナイザー：宇治彰人（京都大）・五味　文（兵庫医大）
 　「網膜疾患診断法のパラダイムシフトと実臨床の変化」
 　　オーガナイザー：本田　茂（大阪市大）・森隆三郎（日本大）
 　「視力と視覚生理」
 　　オーガナイザー：堀口正之（藤田医大）・篠田　啓（埼玉医大）
 　「強度近視による失明予防に向けて」
 　　オーガナイザー：大野京子（東医歯大）・生野恭司（いくの眼科）
 　「近視眼の緑内障性視神経障害を科学する―近視性か緑内障性か」
 　　オーガナイザー：中村　誠（神戸大）・久保田敏昭（大分大）
 　「多焦点眼内レンズの適正使用」
 　　オーガナイザー：市川一夫（中京眼科）・大鹿哲郎（筑波大）
 　「水疱性角膜症の最新治療」
 　　オーガナイザー：山上　聡（日本大）・Mark Terry （Legacy Devers Eye Inst）
 　「網脈絡膜微小循環研究の進歩」
 　　オーガナイザー：小椋祐一郎（名市大）・Ramin Tadayoni （Université de Paris）
 　「高齢化社会における眼部悪性腫瘍の診療」
 　　オーガナイザー：加瀬　諭（北大）・高比良雅之（金沢大）
 　「人生 100 年時代の眼科医療」
 　　オーガナイザー：飯田知弘（東女医大）・西田幸二（大阪大）
 　「眼底と対応させた視機能評価：眼底視野計，眼底対応視野計」
 　　オーガナイザー：松本長太（近畿大）・朝岡　亮（東京大）
 　「眼感染症の診断最前線」
 　　オーガナイザー：井上幸次（鳥取大）・外園千恵（京都府医大）
 　「OCT を活用した眼科手術」
 　　オーガナイザー：永田万由美（獨協医大）・恩田和寿（昭和大）©
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 　「進化する屈折矯正手術」
 　　オーガナイザー：木下　茂（京都府医大）・ビッセン宮島弘子（東歯大・水道橋）
 　「Pathogenesis and Prediction of Glaucoma Progression」
 　　オーガナイザー：杉山和久（金沢大）・Ki Ho Park（Seoul National Univ）
 　「Hot topics：緑内障の治療」
 　　オーガナイザー：Tin Aung（Singapore National Eye Ctr）・相原　一（東京大）
 　「新しい眼科技術」
 　　オーガナイザー：堀　裕一（東邦大・大森）・野中隆久（あかしな野中眼科）
 　「アトピー診療最前線：全身から見た横断的診療のすすめ」
 　　オーガナイザー：海老原伸行（順大・浦安）・庄司　純（日本大）
 　「新たな複視の病態を探る」
 　　オーガナイザー：仁科幸子（国立成育医療研究センター）・木村亜紀子（兵庫医大）
 視能訓練士プログラム
 　「重複障害がある小児の視機能評価」
 　　オーガナイザー：富田　香（平和眼科）・新井千賀子（杏林大）
 病医院運営プログラム
 　「安心して診療に専念するために」
 　　オーガナイザー：小沢忠彦（小沢眼科内科病院）・柳田和夫（やなぎだ眼科医院）
 ナーシングプログラム
 　「関心の高まるロービジョンケア―看護師に何が求められるのか」
 　　オーガナイザー：加藤　聡（東京大）・大音清香（井上眼科病院）
参加登録費 

 ※ 1 「研修医」「大学院生，留学生，コメディカル」「コ･メディカルサンデーパス〔10/18（日）のみ
参加〕」は，主任教授または所属長等の証明書が必要。

 ※ 2 学生（医療系）･初期研修医は，主任教授または所属長等の証明書または学生証の写しが必要。
「学生（医療系）・初期研修医」の無料参加区分には抄録代は含まれていない。希望の場合は，会
期当日に購入（抄録集：1冊 5,000円）。

主管校 金沢大学医薬保健研究域医学系眼科学（〒 920‒8641　金沢市宝町 13‒1）
運営事務局 第 74回日本臨床眼科学会運営事務局
 株式会社コングレ内（〒 541‒0047 　大阪市中央区淡路町 3‒6‒13）
 E‒mail：ringan2020@congre.co.jp
 ＊新型コロナウイルス感染症の感染防止徹底のため，運営事務局はテレワークを実施しております。

当面の間，原則 E‒mail でお問合せいただきますようお願いいたします。

参加区分 当日登録

医師 25,000円

研修医〔新臨床研修医制度 4年目（後期研修 2年目）まで〕※ 1 10,000円

大学院生，留学生，コメディカル※ 1 10,000円

コ ･メディカルサンデーパス〔10/18（日）のみ参加〕※ 1  3,000円

非医師，民間研究員 25,000円

学生（医療系）･初期研修医※ 2 無料

抄録集発送費用
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	 第56回日本眼光学学会総会

日時 2020年 9月 5日（土）9：00～22日（火・祝）23：00
会場 Web開催
会長 川守田拓志（北里大・医療衛生）
プログラム 特別講演
（予定） 　「屈折や収差測定技術の変遷と眼の光学特性」三橋俊文（筑波大，日本眼光学学会理事長）
 招待講演
 　「 光学の未来とその注目技術：拡張現実デバイスから自動運転アプリケーションまで」高島　譲

（The University of Arizona）
 シンポジウム，教育セミナー，学術論文賞・奨励賞記念講演，一般講演，スポンサードセミナー，

器械展示，書籍展示，特別展示企画
主催 北里大学医療衛生学部視覚機能療法学専攻（〒 252‒0373　相模原市南区北里 1‒15‒1）
ホームページ https://www.56jsoo.com/
事務局 第 56回日本眼光学学会総会　運営事務局
 株式会社 JTBコミュニケーションデザインミーティング＆コンベンション事業部内
 〒 541‒0056　大阪市中央区久太郎町 2‒1‒25　JTBビル 7階
 Tel. 06‒4964‒8869　Fax. 06‒4964‒8804　E‒mail：56jsoo@jtbcom.co.jp

	 第58回六大学合同眼科研究会

問合せ先 〒 812‒8582　福岡市東区馬出 3‒1‒1　九州大学眼科学教室（医局長：武田篤信）
 Tel. 092‒642‒5648　Fax. 092‒642‒5663　E‒mail：oculus@med.kyushu‒u.ac.jp

	 第68回日本臨床視覚電気生理学会

日時 2020年 9月 19日（土）～20日（日）

会長 中村　誠（神戸大）
テーマ Let’s image 電気生理！
プログラム 特別講演　「グリア細胞の生体内での挙動について（仮）」和氣弘明（名古屋大学大学院医学研究科

機能形態学講座分子細胞学）
 シンポジウム　「電気生理と imaging」
 　「オプトジェネテイックスによる網膜疾患解析（仮）」栗原俊英（慶應大）
 　 「遺伝性網膜変性疾患の電気生理と imaging（仮）」角田和繁〔東京医療センター臨床研究センター

（感覚器センター）〕
 　「黄斑疾患の電気生理と imaging（仮）」上野真治（名古屋大）
 　「網膜色素変変性の電気刺激治療（仮）」三浦　玄（千葉大）
 一般演題，共催セミナー
参加方法 事前参加登録：4月 1日（水）～9月 12日（土）
 事前参加登録方法：ホームページからのオンライン登録
参加登録費 【事前登録】8月 31日（月）まで
 会員：10,000円　非会員：13,000円　メディカルスタッフ，大学院生，研修医，留学生：3,000円 

2020年 9月 19日（土）に開催を予定ておりました第 58回六大学合同眼科研究会は，新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止となりました。詳細につきましては下記問合せ先までお尋ねください。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，神戸での開催はとりやめ，当日限定の Live配信形式に変更となり
ました（後日の配信はございません）。Live配信の詳細はホームページでご案内いたします。
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 【当日登録】9月 1日（火）～12日（土）の登録は当日参加登録として扱う
 会員：12,000円　非会員：15,000円　メディカルスタッフ，大学院生，研修医，留学生： 4,000円 

　＊9月 13日（日）以降の参加登録は不可
運営事務局  株式会社エヌ・プラクティス
 〒 541‒0046　大阪市中央区平野町 1‒8‒13　平野町八千代ビル 7階
 Tel. 06‒6210‒1037　Fax. 06‒6203‒6730　E‒mail：68jscev@n‒practicecojp
 大会ホームページURL　http://www.n‒practice.co.jp/68jscev/

	 第31回日本緑内障学会

日時 2020年 10月 2日（金）～4日（日）
会場 ホテル日航大分　オアシスタワー（〒 870‒0029　大分市高砂町 2‒48）
 全労済ソレイユ（〒 870‒0035　大分市中央町 4‒2‒5）
会長 久保田敏昭（大分大）
副会長 大藪由布子（大分県眼科医会）
テーマ 緑内障発症のメカニズムに迫る
ホームページ http://www.congre.co.jp/jgs2020/
参加費 医師，教育研究機関研究員：【会員】20,000円，【非会員】23,000円
 企業職員：22,000円
 メディカルスタッフ：【会員】8,000円，【非会員】10,000円
 メディカルスタッフ週末パス：5,000円〔10/3（土 PM），4（日）のみ受付・参加〕
 研修医：10,000円〔＊新臨床研修医制度 3年目（後期研修 1年目）まで〕
 学生（大学院生を除く）：無料
 ＊メディカルスタッフ・研修医は，所属長の証明が必要
プログラム 須田記念講演 「緑内障と視野（仮）」松本長太（近畿大）

（予定） 招待講演 「Pseudoexfoliation syndrome and glaucoma：from genes to disease mechanisms」Ursula-Schlötzer-
Schrehardt（Friedrich-Alexander-University Erlangen-Nürnberg）

 特別講演 「ヒトエピゲノム研究の現状と医学応用（仮）」佐々木裕之（九州大学生体防御医学研究所
エピゲノム制御学分野）

 特別セッション　Japan-Asia Symposium（English Session）
 シンポジウム
 　「これからの緑内障画像診断」
 　「よく分かる緑内障遺伝子」
 　「緑内障の細胞機能異常と治療」
 　「他分野研究から迫る緑内障」
 　「基礎研究にみる網膜神経節細胞死のメカニズム」
 　「緑内障 10年以上の長期経過をヒモ解く」
 　「久山町スタデイ緑内障検診」
 　「手術治療の進歩と評価」
 　「眼外の因子から緑内障を考える」
 　「緑内障のNeuroscience」
 　「緑内障手術の術後管理と長期経過を検証しよう！」
 　「新しい緑内障薬物治療」
 教育講演
 　「緑内障を伴う眼に対する眼科治療の問題点、注意点」
 　「緑内障患者のQOLを知る」
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 　「点眼薬による緑内障治療」
 　「ロングチューブはこうするんだ！」
 研修医・コメディカルプログラム
 　「緑内障診療における視野と OCT」
 　「緑内障診療における感染症対策」 
 　「イチから学ぶ眼圧測定と隅角検査」
 一般演題 （口演・ポスター）・共催セミナー（モーニング・ランチョン・イブニング）
 市民公開講座（10 月 4 日（日）13：00～　iichiko 総合文化センター　音の泉ホール）
 　「網膜色素変性とその治療法開発」池田康博（宮崎大）
 　「緑内障　どうしよう」木内良明（広島大）
事務局 大分大学医学部眼科学講座（〒 879‒5593　由布市挟間町医大ケ丘 1‒1）
 Tel. 097‒586‒5904　Fax. 097‒549‒6043
運営事務局 株式会社コングレ 九州支社内（〒 810‒0001　福岡市中央区天神 1‒9‒17‒11F）
 Tel. 092‒716‒7116　Fax. 092‒716‒7143　E‒mail：jgs2020@congre.co.jp

	 第249回O.C.C

日時 2020 年 11 月 21 日（土）14：00～17：00
会場 第二吉本ビルディング
 （大阪市北区梅田 2‒2‒2　ヒルトン・ウエスト・オフィスタワー 8 階）
テーマ 「網膜硝子体手術 update2020」
連絡先 大阪大学大学院医学系研究科眼科学教室
 Tel. 06‒6879‒3456　Fax. 06‒6879‒3458
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